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ご
あ
い
さ
つ

青
井
記
念
館
美
術
館
の
周
り
に
色
と
り

ど
り
の
コ
ス
モ
ス
の
花
が
小
さ
く
揺
れ
て
'

深
ま
り
行
く
秋
の
風
情
を
漂
わ
せ
て
お
り

ま
す
｡
当
美
術
館
は
､
青
井
忠
治
殿
の
高

遠
な
る
理
想
と
暖
か
い
母
校
愛
に
よ
り
昭

和
三
十
八
年
青
井
記
念
館
の
ご
寄
贈
に
端

を
発
し
て
'
県
当
局
の
ご
理
解
で
平
成
六

年
九
月
'
青
井
記
念
館
美
術
館
が
誕
生
し

ま
し
た
｡
学
校
が
所
蔵
す
る
貴
重
な
美
術

品
の
保
存
､
そ
れ
ら
の
教
育
的
活
用
を
図

り
､
さ
ら
に
地
域
社
会
の
文
化
的
向
上
に

貢
献
す
る
こ
と
を
目
的
に
､
全
国
的
に
も

異
彩
を
放
つ
高
校
附
属
美
術
館
が
で
き
あ

が
り
ま
し
た
｡
爾
来
十
年
､
着
実
な
発
展

を
遂
げ
て
お
り
､
会
報
　
｢
は
ぐ
く
み
会
だ

よ
り
｣
も
二
十
号
の
発
刊
と
な
り
ま
し
た
｡

は
ぐ
く
み
会
員
の
人
的
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が

美
術
館
の
多
彩
な
企
画
を
支
え
'
力
強
い

後
押
し
を
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
こ
と
に
'

厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
o

平
成
十
七
年
度
の
美
術
館
運
営
年
間
計

画
を
挙
げ
る
と
､
所
蔵
品
展
示
の
常
設
展

(
-
～
Ⅳ
)
　
を
中
心
に
'
同
窓
生
ギ
ャ
ラ

リ
ー
　
(
第
三
十
五
回
～
第
三
十
八
回
)
､

間
隙
を
縫
っ
て
'
高
岡
市
民
美
術
展
'
富

山
県
立
近
代
美
術
館
合
同
展
､
文
化
部
合

同
展
､
第
十
二
回
青
井
中
美
展
へ
　
尚
美
展

開
連
作
品
展
､
卒
業
課
題
展
等
で
年
間
フ

ル
稼
動
の
状
況
で
す
｡
折
々
に
生
徒
を
集

め
て
'
作
者
又
は
職
員
に
よ
る
作
品
説
明

校

長

　

溝

田

　

　

宏

会
を
催
し
'
本
物
に
触
れ
さ
せ
る
生
き
た

学
習
の
場
と
し
て
大
切
に
し
て
い
ま
す
｡

ま
た
'
開
館
以
来
特
筆
さ
れ
る
の
は
'

県
内
中
学
生
を
対
象
と
し
た
美
術
工
芸
作

品
コ
ン
ク
ー
ル
　
(
青
井
中
美
展
)
　
で
す
o

若
者
の
創
作
意
欲
を
促
し
'
絵
画
･
工
芸

に
親
し
む
'
あ
る
い
は
郷
土
の
芸
術
科
を

理
解
す
る
機
会
に
努
め
て
い
ま
す
｡
ま
た

欠
か
せ
な
い
の
は
'
平
成
十
五
年
度
に
㈱

丸
井
の
青
井
忠
三
郎
殿
よ
り
収
蔵
作
品
の

デ
ジ
タ
ル
映
像
化
装
置
一
式
を
寄
贈
し
て

い
た
だ
き
'
全
点
約
7
5
0
作
品
を
入
力

し
て
､
プ
ラ
ズ
マ
三
D
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
で

瞬
時
に
検
索
へ
　
鑑
賞
が
可
能
と
な
り
ま
し

た
｡

本
年
へ
　
新
生
校
舎
の
第
一
弾
と
な
る
管

理
･
教
室
等
の
改
築
が
起
工
さ
れ
'
明
後

年
の
春
に
平
成
の
新
た
な
顔
と
な
る
校
舎

が
竣
工
さ
れ
ま
す
｡
こ
の
歴
史
的
･
文
化

的
基
盤
の
地
を
生
か
し
た
と
こ
ろ
で
工
業

及
び
芸
術
教
育
が
一
層
の
飛
躍
を
遂
げ
'

高
岡
の
伝
統
工
芸
を
担
う
人
々
の
育
成
を

課
題
と
し
て
､
建
学
の
精
神
｢
尚
美
～
よ

り
高
き
を
求
め
て
､
さ
ら
な
る
美
を
求
め

る
｣
　
を
伝
承
し
な
が
ら
､
個
性
的
で
特
色

あ
る
工
芸
作
品
の
創
出
に
日
夜
錬
磨
す
る

も
の
と
確
信
し
て
い
ま
す
｡
本
美
術
館
の

存
在
が
ク
ラ
フ
ツ
マ
ン
の
集
い
の
場
'
発

表
の
場
と
し
て
ま
す
ま
す
高
ま
る
こ
と
を

願
っ
て
い
ま
す
｡

常
設
展
Ⅰ
期
･
Ⅱ
期
開
催
さ
れ
る
　
5
月
1
 
4
日
㈱
-
7
月
2
4

五
月
十
四
日
脚
か
ら
七
月
二
十
四
日
脚
ま
で
常
設
展

-
期
　
｢
本
校
収
蔵
品
の
展
示
｣
(
日
本
画
と
工
芸
)
　
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
｡

｢
極
楽
坂
雪
景
｣
相
　
関
歩
､
｢
雪
之
松
｣
加
藤
丑
之
助
'

｢
朝
顔
｣
　
昇
　
外
義
な
ど
日
本
画
十
三
点
'
｢
大
寺
勇
吉

電
鋳
肖
像
｣
畑
　
正
吉
'
｢
銀
線
象
軟
鋳
鋼
　
六
方
花
生
｣

金
森
栄
二
　
｢
双
耳
細
頚
鋳
鋼
花
瓶
　
虚
像
｣
　
竹
田
圭
治

な
ど
工
芸
三
十
六
点
が
展
示
さ
れ
ま
し
た
｡

又
'
九
月
十
五
日
脚
か
ら
十
一
月
六
日
㈲
ま

で
常
設
展
Ⅱ
期
が
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
｡

｢
歴
代
校
長
肖
像
画
｣
　
佐
藤
八
郎
､
｢
ピ
ア
ノ
の

前
｣
　
高
瀬
由
雄
な
ど
油
絵
十
四
点
､
漆
絵
額
魚

紋
　
(
サ
ン
マ
)
　
山
崎
覚
太
郎
'
乾
漆
花
器
　
｢
立

冬
の
頃
｣
　
新
敷
孝
弘
な
ど
漆
工
十
七
点
が
展
示

さ
れ
て
い
ま
す
｡

今
年
で
三
十
五
回
目
を
迎
え
て
開
催
さ
れ
る

美
術
部
･
ク
ラ
フ
ト
部
･
写
真
部
･
陶
芸
部
･

デ
ザ
イ
ン
研
究
部
･
茶
道
部
'
開
会
式
に
は
放

送
部
･
吹
奏
楽
部
が
参
加
し
て
日
境
の
活
動
の

成
果
を
発
表
し
ま
し
た
｡

会
期
の
一
日
'
茶
道
部
の
お
茶
席
で
一
服
の

お
抹
茶
に
心
和
む
一
時
で
し
た
｡

7
月
9
日
(
土
)
～
7
月
2
4
日
(
日
)
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佐竹美保原画展

松木英子自選展

)

同
窓
生
ギ
ャ
ラ
リ
ー

佐
竹
美
保
原
画
展
　
-
挿
し
絵
と
絵
本
-

松
木
英
子
自
選
展

三
人
展
　
-
麻
生
三
郎
･
代
谷
松
男
･
道
吉
勝
重
-

が
開
催
さ
れ
る

報
霊
鮒
謡
㈱
所
蔵
作
品
展

-

　
　
　

｢

点
と

線
の

詩
情

｣

8
月
4
日
㈱
-
9
月
4
日
㈱

人
気
挿
し
絵
作
家
と
し
て
活
躍
の
佐
竹
美
保
さ
ん

(
昭
和
五
十
年
デ
ザ
イ
ン
科
卒
)
　
の
挿
し
絵
と
絵
本

の
原
画
展
が
五
月
二
十
一
日
か
ら
六
月
十
二
日
ま
で

開
催
さ
れ
ま
し
た
｡
佐
竹
さ
ん
に
よ
る
解
説
会
も
開

か
れ
本
校
生
徒
や
来
館
の
方
々
は
多
彩
な
挿
し
絵
の

世
界
に
浸
り
ま
し
た
｡

又
'
松
木
英
子
さ
ん
　
(
昭
和
三
十
一
年
年
図
案
絵

画
科
卒
)
　
の
自
選
展
が
六
月
十
八
日
か
ら
二
十
五
日

ま
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
｡
イ
ン
ド
で
生
活
す
る
女
性

を
テ
ー
マ
に
し
た
作
品

が
多
く
､
連
日
多
く
の

方
々
が
祝
福
と
共
に
来

館
さ
れ
ま
し
た
｡

九
月
十
五
日
か
ら
十

月
六
日
ま
で
三
人
展
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
｡
昭

和
二
十
一
年
卒
で
金
工

家
の
麻
生
三
郎
'
洋
画

道
吉
勝
重
が
出
品
｡
撤
密
に
デ
ザ
イ
ン

さ
れ
た
金
工
､
卵
と
ト
ラ
ン
プ
の
シ
ル

ク
ス
ク
リ
ー
ン
'
雄
大
な
立
山
の
作
品

に
本
校
生
徒
'
来
場
者
の
目
を
楽
し
ま

せ
て
い
ま
し
た
｡

い
ま
す
｡
今
回
は
　
｢
点
と
線
の
詩
情
｣
を
テ
ー

マ
に
､
日
本
画
'
洋
画
､
彫
刻
'
ポ
ス
タ
ー
､
椅

子
な
ど
多
様
な
ジ
ャ
ン
ル
の
作
品
を
紹
介
し
ま

し
た
｡当

美
術
館
か
ら
は
'
芸
術
院
会
員
の
郷
倉
千

靭
｢
生
｣
､
山
崎
覚
太
郎
｢
紅
梅
｣
'
初
代
校
長

納
富
介
次
郎
｢
双
鯛
彫
刻
漆
器
大
盆
｣
､
近
代

美
術
館
か
ら
は
'
永
井
一
正
､
粟
津
　
潔
､
福

田
繁
雄
の
ポ
ス
タ
ー
'
片
岡
珠
子
｢
立
山
｣
な

ど
が
展
示
さ
れ
豊
か
な
詩
情
を
楽
し
む
こ
と
が

で
き
ま
し
た
｡
夏
休
み
と
重
な
り
大
勢
の
学
生

や
親
子
連
れ
が
鑑
賞
に
訪
れ
ま
し
た
｡

又
､
期
間
中
に
は
館
長
や
学
芸
員
の
解
説
会

も
あ
り
ま
し
た
｡
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｢
円
形
漸
　
騰
　
鈷
絵
｣

三
　
村
卯
右
工
門
作

円
形
で
､
寸
法
は
径
五
十
一
c
m
の
漆
工
作
品
で
錆
漆
で
表
現
さ
れ
て

い
ま
す
｡
錦
絵
と
は
'
生
漆
に
砥
の
粉
を
混
ぜ
た
錆
漆
に
適
当
に
水
を

加
え
な
が
ら
'
筆
画
に
よ
っ
て
高
肉
に
肉
上
げ
し
な
が
ら
描
く
技
法
で

あ
る
｡
こ
の
作
品
は
他
の
錦
絵
と
違
っ
て
'
よ
り
日
本
画
的
な
筆
致
で

鷹
の
羽
の
1
枚
一
枚
な
ど
の
細
部
が
丁
寧
に
措
か
れ
て
い
る
､
作
者
は

元
本
校
職
員
.

催

事

案

内

早
成
1
 
7
年
度

奇
贈
作
品

開
　
長
造
作
(
昭
和
六
年
金
属
工
芸
科
卒
)

洋
画
　
｢
裸
婦
デ
ッ
サ
ン
｣
額
装

愚
旧
は

中
島
秋
園
(
次
郎
)
作

(
創
校
時
よ
り
昭
和
初
期
ま
で
の
旧
職
員
)

日
本
画
｢
金
鶏
｣
額
装

以
上
二
点
　
上
田
由
冶
氏
(
昭
和
四
十
年
デ
ザ

イ
ン
科
卒
･
南
砺
市
在
住
)
　
よ
り
寄
贈

村
　
閑
歩
(
金
平
)
作
(
大
正
十
二
年
図
案
科
卒
)

陶
芸
　
｢
二
上
山
絵
付
け
｣
飾
り
皿

徳
田
　
三
郎
氏
(
高
岡
市
在
住
)
　
よ
り
寄
贈

松
木
　
英
子
作
(
昭
和
三
十
一
年
図
案
絵
画
科
卒
)

油
絵
｢
安
息
の
7
時
｣
額
装

松
木
　
英
子
氏
(
東
京
在
住
)
　
よ
り
寄
贈

松
村
秀
太
郎
作
(
明
治
三
十
八
年
木
工
科
卒
)

彫
刻
　
｢
大
黒
天
｣

米
田
富
貴
雄
氏
(
八
王
子
市
在
住
)
　
よ
り
寄
贈

加
藤
丑
之
助
作

(
昭
和
三
年
よ
り
昭
和
三
十
二
年
ま
で
の
旧
職
員
)

日
本
画
　
｢
雪
之
松
｣
軸
装

谷
口
　
英
治
氏
(
旧
職
早
滋
賀
県
在
住
)
　
よ
り
寄
贈

)

常
設
展
Ⅲ
期

絵
画
･
彫
刻
･
工
芸
･
デ
ザ
イ
ン

1
2
月
2
2
日
弼
～

2
月
1
9
日
㈲

常
設
展
Ⅳ
期

掛
け
軸
･
彫
塑
･
工
芸

3
月
1
4
日
㈹
～

4
月
2
日
伯

第
十
二
回
青
井
中
美
展

県
内
中
学
生
を
対
象
と
し
た

公
募
に
よ
る
美
術
展
覧
会

1
 
1
月
2
4
日
㈹
～

1
2
月
7
日
㈱

卒
業
課
題
展

2
月
2
5
日
出
～

3
月
3
日
幽

同
窓
生
ギ
ャ
ラ
リ
ー

第
三
十
七
回一

期
一
会
展
二
〇
〇
六

1
月
2
2
日
㈲
～

2
月
1
2
日
㈲

第
三
十
八
回

日
本
画
｢
岩
城
大
介
展
｣

3
月
1
4
日
㈹
-

4
月
2
日
㈲

は
ぐ
く
み
会
会
員
募
集
の
お
し
ら
せ

は
ぐ
く
み
会
で
は
会
員
を
募
集
し
て
い
ま
す
｡

申
し
込
ま
れ
た
日
か
ら
i
年
間
会
員
と
な
り
ま
す
o

主
な
活
動

1
　
青
井
記
念
館
美
術
館
へ
の
協
力
･
支
援

2
　
中
学
生
美
術
展
(
青
井
中
美
展
)
へ
の
支
援

特

　

　

典

1
　
企
画
展
等
の
案
内

2
　
は
ぐ
く
み
会
だ
よ
り
の
配
布

年

会

費

一
般
会
員
　
(
個
人
)
　
　
　
　
　
　
二
'
〇
〇
〇
円

特
別
会
員
　
(
企
業
'
団
体
等
)
　
　
t
 
O
t
〇
〇
〇
円

お
問
い
合
わ
せ
･
申
し
込
み
先

青
井
記
念
館
美
術
館
は
ぐ
く
み
会
事
務
局

今
年
度
は
同
窓
生
ギ
ャ
ラ
リ
-
を
五
回
企
画
し
て

い
ま
す
.
す
で
に
実
施
さ
れ
た
ギ
ャ
ラ
リ
ー
で
は
､

多
く
の
人
が
作
品
鑑
賞
に
訪
れ
作
家
さ
ん
と
の
話
し

合
い
も
活
発
で
し
た
｡

夏
休
み
中
に
開
催
さ
れ
た
富
山
県
立
近
代
美
術
館

と
の
合
同
所
蔵
作
品
展
に
中
高
生
が
来
館
し
､
作
品

鑑
賞
し
､
感
想
･
表
現
方
法
･
材
料
に
つ
い
て
の
質

問
が
あ
り
有
意
義
で
し
た
｡

四
月
よ
り
丸
山
先
生
が
美
術
館
に
､
デ
ザ
イ
ン
科

で
の
勤
務
な
さ
れ
ま
し
た
長
年
の
経
験
を
生
か
し
て

新
し
い
感
覚
で
勤
め
ら
れ
て
い
ま
す
｡
(
竹
田
記
)

編
集
発
行

富
山
県
立
高
岡
工
芸
高
等
学
校

青
井
記
念
館
美
術
館
は
ぐ
く
み
会

住
　
所
一
⑳
9
-
3
1
馴
高
岡
市
中
川
T
T
二
〇

T
E
L
(
〇
七
六
六
)
二
7
⊥
六
三
〇

F
A
X
(
〇
七
六
六
二
一
二
-
〓
ハ
三
1


